
 

名古屋大学大学院国際開発研究科 教員公募 
 

名古屋大学大学院国際開発研究科では、下記の要領により教員（助教）を公募します。 
 

記 
 
１．職名    助教 （実地研修担当） 
２．採用人員 １名 

３．担当職務  教授会、海外及び国内の実地研修委員会の監督の下に以下の業務を行うほか、自らの研究 

        活動を行う。また、教授会、海外及び国内の実地研修委員会の判断により、名古屋大学の 

        授業等を担当する。 

１）海外及び国内の実地研修の実施に関する事務的諸準備 

２）海外及び国内の実地研修及び講義のための資料収集（現地調査を含む） 

３）海外及び国内の実地研修参加学生が作成する報告書の公刊に際しての編集及び関連資料

の翻訳の監修（英和及び和英） 

４）海外及び国内の実地研修に関するウェブサイトの管理 

５）海外及び国内の実地研修に関わる学生等からの問合せに対する応対 

６）学生等の学術交流に関する業務 

７）その他、研究科長が指示する業務 

４．勤務地   愛知県名古屋市千種区不老町での勤務（就業） 

５．任期 国立大学法人東海国立大学機構大学教員の任期に関する規程を適用する。 

         https://education.joureikun.jp/thers_ac/act/print/print110011019.htm 

（任期は３年間。再任は１回に限り可能。再任された場合の任期は２年間。） 

ただし、再任の可否については、所定の審査を経て決定する。 

６．待遇 国立大学法人東海国立大学機構職員就業規則を適用する。 

https://education.joureikun.jp/thers_ac/act/print/print110010928.htm 

その他東海国立大学機構の諸規程に基づき決定する。（給与は、年俸制を適用する。） 

７．応募資格  １）国際開発に関連のある専門領域の修士の学位を取得し，又はそれと同等以上の研究能力

を有すること。ただし，博士の学位を取得しているか取得予定の者が望ましい。 

        ２）海外実地研修先の諸機関と交渉し，英語文書を起案できる英語能力，及び国内実地研修

先の地方自治体等と交渉し，日本語文書を起案できる日本語能力を有する者。 

        ３）途上国において，１か月以上の学術調査活動に携わった経験を持つことが望ましい。 

        ４）英文による専門的論文を執筆した経験を持つことが望ましい。 

         ※業績（研究業績，教育業績，社会的貢献，人物を含む）の評価において同等と認められ

る場合には，女性を積極的に採用する。 

８．応募書類 （１）履歴書（写真貼付） 

 （２）自薦書（実地研修についての抱負を含む。2,000字以内の日本語で作成すること） 

 （３）研究業績書 

 （４）主要論文３編 

                   以上を pdfファイルで作成し、 (1)～(4)の順に結合した単一のファイルを下記アドレス 

         に提出してください。 

         ※ 応募に際して提出された個人情報は東海国立大学機構の個人情報保護規程に従って適切 

          に処理し、人事選考以外の目的には使用しない。 

９．応募期限 ２０２１年１２月１０日（金曜日） １７時 （必着） 

１０．選考方法  書類審査の後、１２月中旬頃に対面またはオンラインで面接を行う（対面の場合、面接の 

         ための旅費は支給しない）。 

         また、面接時に選考委員を学生に見立てた英語による模擬授業を実施する。 

１１．採用予定日 ２０２２年４月１日 

１２．応募書類送付先 応募書類は下記の電子メールアドレスに添付ファイルで送ること。 

(送付先）  

人事選考委員会（ jinji02@gsid.nagoya-u.ac.jp ）  

（メールのタイトルは：「実地研修担当助教応募書類」とすること。） 

１３．問合せ先  名古屋大学大学院国際開発研究科 オチア・クリスチャン  

  E-mail： otchia【@】gsid.nagoya-u.ac.jp 

（電話での問合せには応じない。） 

 

※名古屋大学大学院国際開発研究科（HP）：https://www4.gsid.nagoya-u.ac.jp/（日本語） 

  https://www4.gsid.nagoya-u.ac.jp/en/ （英語） 
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